
- 1 -

平成２８年１１月１０日
西小学校保護者 様

桐生市立西小学校
校長 大塚 俊和

平成２８年度第１回学校評価結果について

保護者の皆様には、平素より学校の教育活動にご協力いただき、ありがとうございます。
さて、１学期末に実施しました「第１回学校評価」の結果が出ましたので、ご報告いたします。

今回の学校評価は、保護者の皆様や児童のアンケート結果、さらには職員の自己評価を報告させて
いただきます。なお、自由記述欄のご意見につきましては、紙面の都合上、一部は割愛し、掲載さ
せていただきましたので、ご了承ください。

この集計結果を生かし、今後の教育活動の改善・充実に向けて、検討してまいります。保護者の
皆様の一層のご支援・ご協力を、よろしくお願いいたします。

１．評価の結果と考察
※グラフの凡例 Ａ：よくあてはまる Ｂ：だいたいあてはまる Ｃ：あまりあてはまらない Ｄ：あてはまらない

Ⅰ．学校と保護者の連携について

〔保護者〕
１ 各種通信や懇談会、掲示物等によって、学校の取組や予定、様子などがわかる。

〔職員〕
１ 各種通信や掲示物等によって、学校の取組や予定、様子などを家庭や保護者に伝えている。

〔考察〕
職員による自己評価では、A 数値自体は高くありませんが、肯定的な回答は１００％でした。

保護者アンケートの結果でも、肯定的な意見が９７％の高い値を示しました。今後とも、連携を
密にしていくように努力していきます。

〔保護者〕
２ ＰＴＡ活動や学校行事、懇談会に参加している。

〔保護者〕
３ 学校に連絡や相談がしやすい。

〔職員〕
２ 授業参観後の学級・学年懇談会では、子どもたちの良さや伸びを話題にしている。

〔考察〕
職員の自己評価では、１００％が肯定的な評価でした。保護者アンケートでは、項目内容が異

なるため一概には比較できませんが、９０％近くの方が学校に「連絡や相談がしやすい」として
います。今後は「あてはまる」の割合が増えるよう、学校からの情報発信を積極的に行い、ご家
庭との連携も含めて強化してまいります。
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Ⅱ．「確かな学力」について

〔保護者〕
１ お子さんは、学校の授業がわかると言っている。

〔保護者〕
３ お子さんは、家庭で学習（宿題や塾なども含む）したり、読書したりするする習慣が身に付

いている。（時間の目安 １年生:２０分 ２年生:３０分 ３年生:４０分 ４年生:５０分 ５年生:６０分 ６年生:７０分）

〔児童〕
１ あなたは、学校の授業がよくわかりますか。

〔児童〕
２ あなたは、進んで勉強していますか。

〔職員〕
３ 子どもたちにとって、分かりやすい授業を実践している。

〔職員〕
４ 子どもたちは、家庭で学習したり読書したりしている。

〔考察〕
授業実践の自己評価では、肯定的な評価が９０％以上でした。しかし、保護者アンケートの「学

習や読書の習慣が身に付いている」や児童アンケートの「進んで勉強している」、自己評価の「家
庭での学習や読書」では、肯定的な評価が７０％台と比較的低い数値でした。今後も、児童の発
達段階を考慮しながら、それぞれの学年で適正量の宿題を出したり、自主勉強を促したりしてい
きます。ご家庭でのご協力も、よろしくお願いいたします。

一方、保護者アンケートの「お子さんは学校の授業がわかると言っている」、児童アンケート
の「学校の授業がよくわかる」では、９０％近くの方から肯定的な回答をいただきました。今後
もこの数値が維持できるよう、職員一同、授業改善等を積極的に実践し、「分かる授業」の徹底
を図っていきます。

Ⅲ．豊かな心について

〔保護者〕
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４ お子さんは、あいさつや適切な言葉遣いができる。

〔児童〕
１ あなたは、進んであいさつや時と場合にあった言葉づかいをしていますか。

〔職員〕
５ 子どもたちは、進んであいさつをすることができる。

〔考察〕
保護者アンケートでは８７％、児童アンケートでは９０％近くが肯定的な回答でした。自己

評価での肯定的な回答は７０％未満でした。今後も、児童会の「あいさつ運動」などを中心に、
『日本一あいさつのできる学校』を目指し、教師自ら率先垂範をしていきます。

〔保護者〕
２ お子さんは、きまりや約束を守るなど規範意識をもち、思いやりの心が育っている。

〔保護者〕
３ お子さんは、いつでも相手の立場や気持ちを考えた行動ができる。

〔児童〕
４ あなたは、学校のきまりを守って生活していますか。

〔児童〕
５ あなたは、相手の立場や気持ちを考えた行動がとれますか。

〔職員〕
６ 子どもたちは、友達の立場や気持ちを考えた言動ができている。

〔考察〕
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規範意識や思いやりの心に関する保護者アンケートの肯定的なご意見はおよそ８８％、児童ア
ンケートでは９０％台で高い数値でした。相手の立場や気持ちを考えた行動に関する項目では、
保護者アンケートでは８３％、自己評価では７６％でした。両者に数値の差は見られますが、今
後は１００％を目指し、更に「あてはまる」の数値がより高い割合を示せるように、各教科や道
徳・学級活動において、心の教育を充実していきたいと考えています。

Ⅳ．「健康づくり」について

〔保護者〕
１ お子さんは、早寝、早起き、朝食をとるなど規則正しい生活をしている。

〔児童〕
６ あなたは、毎日１時間以上テレビをみたりゲームをしたりしていますか。

〔児童〕
７ あなたは、「早ね早おき朝ごはん」を守り、規則正しい生活を送っていますか。

〔職員〕
７ 子どもたちは、規則正しい生活をしている。

〔考察〕
保護者アンケートは８８％で、自己評価は１００パーセントでした。いずれも高い数値で、職

員も児童の規則正しい生活の様子は認識しております。今後も、保護者の皆様との連携・協力を
図りながら、望ましい生活習慣づくりに努めていきたいと思います。

〔保護者〕
２ お子さんは、元気に遊んだり、運動したりしている。

〔児童〕
２ あなたは、週３日以上休み時間に校庭で体を動かして遊んだり運動したりしていますか。

〔職員〕
８ 子どもたちは、学校で進んで遊んだり運動したりしている。

〔考察〕
自己評価は、１００％肯定的な意見でした。保護者アンケートでは９０％以上の方が、児童ア

ンケートでは９０％近くの児童が、「元気に遊び、運動している」と答えています。休み時間の
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様子でも、たくさんの児童が校庭で元気に遊んでいる姿が見られます。これからも、休み時間で
の外遊びの児童がさらに増えたり、体育授業での体力づくりが進んだりするよう、サーキットト
レーニングなどの運動を、意図的・計画的にさせていきたいと思います。

Ⅴ．「安全確保」について

〔保護者〕
１ 学校では、お子さんたちの安全確保のため、様々な場面に応じた安全教育がされていると感

じる。

〔保護者〕
２ 家庭や地域と連携した交通安全指導や通学路の点検、パトロールを行っていると感じる。

〔児童〕
９ あなたは、歩いているときや自転車に乗るとき、交通ルールを守っていますか。

〔職員〕
９ 学校の設備・施設は安全である。

〔職員〕
10 子どもたちは、交通ルールを守って歩行したり自転車に乗ったりしている

〔考察〕
児童アンケートでは、９０％以上の児童が、「交通ルールを守って、歩行したり自転車に乗っ

たりしている」と答えています。自己評価では、７５％とやや低い数値ですが、学校内の設備・
施設及び通学路の安全化も含めて、肯定的な回答が１００％になるよう、改善・充実を図ってい
きたいと考えています。

Ⅵ．「将来の夢や希望」について

〔保護者〕
１ お子さんは、将来の夢やつきたい職業がある。

〔児童〕
５ あなたは、しょう来のゆめやつきたいしょく業がありますか。
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〔職員〕
11 子どもたちが自ら将来について考える機会を設けている。

〔考察〕
肯定的な意見は，保護者アンケートでは８６％、児童アンケートでは９４％、自己評価では１

００％でした。今後も、児童が将来の夢や希望をもてるよう、学校生活全体を通した教科横断的
なキャリア教育の充実を図っていきたいと考えています。

２．自由記述のご意見について

①初めての小学生なので特にだと思うのですが、学校の活動の説明が（今は学びウイークなど）不十
分に思います。分かっている人の方が多いのかもしれませんが、もう少し懇談会などでの説明がほし
いです。
→学年の発達段階によっては、詳細な説明が必要になることも考えられます。懇談会等でも説明を
行いますが、ご不明な点等ございましたら、遠慮なく、学校（担任）までお知らせください。

②「安全確保」について、自宅が同じ方面の生徒さんもいるようなので、集団下校を検討いただける
とるとありがたいです。
→集団下校については、安全面で長短、両面があり、本校としては、現行の年１回の実施を継続
していく考えです。よろしくお願いいたします。

③子供同士の会話を聞くと、思いやりやさしさの言葉というものが感じられず、生き物に対して、お
友達に対しても荒っぽさを感じたりします。どんな場面でも穏やかな気持ちで接することができる
環境であってほしいです。
→「思いやりの心」や「豊かな人間性」の育成は、とても大切なことです。道徳の学習では、「正
義・ 勇気」「協力」「友情」といった「思いやりの心」や「豊かな人間性」に関わる道徳的な
価値のの向上について学習をします。道徳の授業を要とし、学校の教育活動全体を通して、心
の教育の重点化を図っているところです。

④以前から感じていましたが、PTA活動への保護者の参加が少ないと思います。授業参観だけではな
いですよね?役員を引き受けた（いやいやかもしれませんが）からには、出るべき会議には出席す
る、出来ない時には何かほかの行事には出る、などの対応をするべきだと思います。他校などは、

ある程度のペナルティをあたえる所もあるようです。
→貴重なご意見ありがとうございます。お仕事をされていたり、社会活動に取り組んで いたり、ご
都合がつかないこともあるかと思います。本校では、保護者の皆様の自主的なご判断にお任せし
ておりますが、「子どもは、保護者と学校が手を携え合って育てる」という観点に立って、でき
る限りのご協力をいただければ幸いです。

⑤学校からのおたより、通信を頂き、学校の様子がよくわかります。今後も拝見していきます。
→ありがとうございます。今後も、子どもたちの学校生活の様子が保護者の皆様にお伝えできるよ
う、職員一同、一層の努力をしてまいります。

⑥毎月の学年通信の行事予定は半月前に知らせてほしいです。
→なるべく早くお伝えしたいところですが、予定が翌月の間際になって分かることもございます。
前もって決定している行事につきましては、年度当初に配付しました「年間行事予定表」を
ご確認ください。

⑦プール指導について、安全面に配慮するため、他校では、低中高の学年ブロックごとにプールに入
ったり、手のあいている職員の方（先生）を応援につけたりしている。プール指導にあたる大人の 数
を増やすのも、一つの方法だと思います。教科担当制を行っているので時間割を組むのが難しいとは
思いますが。
→ご指摘の通り、教育活動における安全性は、最も重視すべき事項です。水泳学習についても、 全
職員の共通理解を図り、取り組んでおります。今後も、指導に関して、細心の注意を払い、教
育活動の基盤である安心・安全な学校づくりに邁進してまいります。

⑧放課後 送迎の車で東門が混雑している時があり、とても危険に思われます。混雑している中、児童
が通り、バックする際、１年生など小さくて見えづらくとても危険です。中庭をもっと利用する、
誘導者を置く等の対策があると大変助かります。
→登下校につきましては、徒歩通学が原則となっております。体調不良のお子さんのお迎えや学
区外からの通学など、喫緊の必要性がない場合のご送迎は、ご配慮を保護者の皆様にいただいて
いるところでございます。
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どのアンケートでも A 数値は下降気味です。 この結果を真摯に受け止め


